
(57)【要約】

【課題】本発明は、２相レゾルバ信号を二乗和して二乗

和信号とすることにより、全角度範囲にわたり一定の信

号を得て異常検出を高精度で行うことを目的とする。

【解決手段】本発明によるレゾルバ信号の異常検出方法

は、ｓｉｎ信号(1)とｃｏｓ信号(2)を直流化して二乗化

して和を求めることにより、二乗和出力ｓｉｎ２ ＋ｃｏ

ｓ２ を求め、全角度範囲においてそのレベルが一定であ

るため、ウィンドウ型コンパレータで処理することによ

り、高精度の異常検出ができる構成である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 レ ゾ ル バ か ら 出 力 さ れ る ｓ ｉ ｎ 信 号 (1)及 び ｃ ｏ ｓ 信 号 (2)を 直 流 に 変 換 し た 後 、 前 記 各
信 号 (1,2)の 二 乗 を 行 っ て 加 算 器 (5)に て 加 算 し 、 前 記 加 算 器 (5)か ら 得 ら れ た 二 乗 和 出 力 (
ｓ ｉ ｎ ２ ＋ ｃ ｏ ｓ ２ )を ウ ィ ン ド ウ 型 コ ン パ レ ー タ を 用 い て 正 常 ／ 異 常 の 判 定 を 行 う こ と
を 特 徴 と す る レ ゾ ル バ 信 号 の 異 常 検 出 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 レ ゾ ル バ 信 号 の 異 常 検 出 方 法 に 関 し 、 特 に 、 ２ 相 出 力 信 号 を 二 乗 和 し た 二 乗
和 出 力 を 用 い て レ ゾ ル バ 信 号 の 異 常 の 有 無 を 判 定 す る た め の 新 規 な 改 良 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 用 い ら れ て い た こ の 種 の レ ゾ ル バ 信 号 の 異 常 検 出 方 法 と し て は 、 特 許 文 献 等 は 開
示 し て い な い が 、 図 ２ で 示 さ れ る 方 法 が 採 用 さ れ て い た 。
　 す な わ ち 、 図 ２ に お い て 、 図 示 し な い レ ゾ ル バ か ら 出 力 さ れ て い る ２ 相 の ｓ ｉ ｎ 信 号 １
及 び ｃ ｏ ｓ 信 号 ２ は 、 各 々 第 １ 、 第 ２ Ａ Ｃ ／ Ｄ Ｃ 変 換 部 ３ 、 ４ に よ っ て 直 流 信 号 に 変 換 さ
れ た 後 に 、 加 算 器 ５ に て 加 算 さ れ 、 加 算 さ れ た 加 算 出 力 ｓ ｉ ｎ ＋ ｃ ｏ ｓ は 、 ウ ィ ン ド ウ 型
コ ン パ レ ー タ １ ０ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 ウ ィ ン ド ウ 型 コ ン パ レ ー タ １ ０ に お い て は 、 前 記 加 算 出 力 ｓ ｉ ｎ ＋ ｃ ｏ ｓ が 全 角 度
範 囲 に お い て １ ～ １ ． ４ 倍 の リ ッ プ ル 状 で あ る た め 、 こ の １ ～ １ ． ４ 倍 の リ ッ プ ル 状 の 加
算 出 力 ｓ ｉ ｎ ＋ ｃ ｏ ｓ の レ ベ ル に 合 わ せ た 検 出 ウ ィ ン ド ウ １ １ が 設 定 さ れ て い る 。
　 従 っ て 、 こ の 検 出 ウ ィ ン ド ウ １ １ か ら は ず れ た 信 号 が 発 生 し た 場 合 に は 、 正 常 時 １ １ ａ
に 対 す る 異 常 時 １ １ ｂ が 検 出 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の レ ゾ ル バ 信 号 の 異 常 検 出 方 法 は 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い た た め 、 次 の よ う な
課 題 が 存 在 し て い た 。
　 す な わ ち 、 ｓ ｉ ｎ 信 号 と ｃ ｏ ｓ 信 号 の 和 で 評 価 し て い た た め 、 リ ッ プ ル が 発 生 す る １ ～
１ ． ４ 倍 の 範 囲 を 正 常 と し て 判 定 し な け れ ば な ら ず 、 正 確 な 異 常 検 出 を 行 う こ と は 不 可 能
で あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ る レ ゾ ル バ 信 号 の 異 常 検 出 方 法 は 、 レ ゾ ル バ か ら 出 力 さ れ る ｓ ｉ ｎ 信 号 及 び
ｃ ｏ ｓ 信 号 を 直 流 に 変 換 し た 後 、 前 記 各 信 号 の 二 乗 を 行 っ て 加 算 器 に て 加 算 し 、 前 記 加 算
器 か ら 得 ら れ た 二 乗 和 出 力 を ウ ィ ン ド ウ 型 コ ン パ レ ー タ を 用 い て 正 常 ／ 異 常 の 判 定 を 行 う
方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る レ ゾ ル バ 信 号 の 異 常 検 出 方 法 は 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い る た め 、 次 の
よ う な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
　 す な わ ち 、 ２ 相 の レ ゾ ル バ 信 号 を 直 流 に 変 換 し て 二 乗 和 し て い る た め 、 出 力 信 号 ｓ ｉ ｎ
２ ＋ ｃ ｏ ｓ ２ す な わ ち 二 乗 和 出 力 は 、 全 角 度 範 囲 で 一 定 で あ る た め 、 検 出 ウ ィ ン ド ウ の ウ
ィ ン ド ウ を 従 来 よ り も 小 さ く す る こ と が で き 、 極 め て 正 確 な 異 常 判 定 を 行 う こ と が で き る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 レ ゾ ル バ 信 号 を 直 流 に 変 換 し て 二 乗 和 す る こ と に よ り 、 全 角 度 範 囲 で 二 乗 和
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出 力 は 一 定 で あ る こ と を 利 用 し て 高 精 度 の 異 常 判 定 を 行 う こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 図 面 と 共 に 本 発 明 に よ る レ ゾ ル バ 信 号 の 異 常 検 出 方 法 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い
て 説 明 す る 。
　 尚 、 従 来 例 と 同 一 又 は 同 等 部 分 に は 同 一 符 号 を 用 い て 説 明 す る 。
　 図 １ に お い て 、 図 示 し な い レ ゾ ル バ か ら 出 力 さ れ る ２ 相 の ｓ ｉ ｎ 信 号 １ 及 び ｃ ｏ ｓ 信 号
２ は 、 各 々 第 １ 、 第 ２ Ａ Ｃ ／ Ｄ Ｃ 変 換 部 ３ 、 ４ に よ っ て 直 流 信 号 に 変 換 さ れ た 後 に 、 第 １
、 第 ２ 二 乗 部 ２ ０ 、 ２ １ を 経 て 二 乗 さ れ 、 そ の 後 に 加 算 器 ５ に よ っ て 加 算 さ れ て 二 乗 和 出
力 ｓ ｉ ｎ ２ ＋ ｃ ｏ ｓ ２ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 二 乗 和 出 力 ｓ ｉ ｎ ２ ＋ ｃ ｏ ｓ ２ は 、 ウ ィ ン ド ウ 型 コ ン パ レ ー タ １ ０ に 入 力 さ れ 、 従
来 よ り も 小 さ い 範 囲 の ウ ィ ン ド ウ を 有 す る 検 出 ウ ィ ン ド ウ １ １ に よ っ て 異 常 判 定 が 行 わ れ
る 。
　 こ の 場 合 、 前 記 二 乗 和 出 力 ｓ ｉ ｎ ２ ＋ ｃ ｏ ｓ ２ は 、 全 角 度 範 囲 で 一 定 で あ る た め 、 ほ ぼ
全 範 囲 で 異 常 判 定 が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 レ ゾ ル バ 信 号 は ｓ ｉ ｎ 信 号 １ と ｃ ｏ ｓ 信 号 ２ の 片 側 の レ ベ ル が 変 化 す る こ と に よ
り 、 精 度 が 悪 く な る こ と が あ る た め 、 こ の 異 常 判 定 を 精 度 判 定 と し て も 利 用 す る こ と が で
き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 レ ゾ ル バ だ け で は な く 、 シ ン ク ロ 等 へ 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る レ ゾ ル バ 信 号 の 異 常 検 出 方 法 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の レ ゾ ル バ 信 号 の 異 常 検 出 方 法 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 １ 　 　 ｓ ｉ ｎ 信 号
　 ２ 　 　 ｃ ｏ ｓ 信 号
　 ３ 　 　 第 １ Ａ Ｃ ／ Ｄ Ｃ 変 換 部
　 ４ 　 　 第 ２ Ａ Ｃ ／ Ｄ Ｃ 変 換 部
　 ５ 　 　 加 算 器
１ ０ 　 　 ウ ィ ン ド ウ 型 コ ン パ レ ー タ
２ ０ 　 　 第 １ 二 乗 部
２ １ 　 　 第 ２ 二 乗 部
ｓ ｉ ｎ ２ ＋ ｃ ｏ ｓ ２ 　 　 二 乗 和 出 力
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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